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   The purpose of this study was to determine the incidence of the urological diseases of the 
kidney. Among 4,094 persons (3,146 men and 948 women) studied , 86 cases of renal cyst, 7 
cases of urolithiasis, 3 cases of cystic kidney, and one case of renal cell carcinoma were dis-
covered. The rate of renal cyst was two times higher in men than in women . One sixth of 
renal cyst patients showed microscopic hematuria . Renal cysts tended to progress in number 
and size with age. The size of the renal cyst did not correlate with the appearance rate of 
microscopic hematuria.

は じ め に

自覚症状を認めない一般の健康入における泌尿器科

釣腎疾患の頻度についてはあまり知られていない.そ

こで,こ れを明らかにするために本研究を行った.

対 象 と 方 法

千葉社会保険病院における人間 ドック受診者4,094

例を対象とした.そ の年齢構成はTableiに 示 した.

尿検査および腎の超音波検査で異常を認めたものに対

しては,必 要に応 じて,至V玖CT,腎i勢 脈避影などの

検査を遺加した.

結 果

腎の趨音波検豊で異常を認めたの嫁4,§襲 傍中,腎

嚢胞86例,腎 ・尿管結職7例,嚢 胞腎3例,腎 癌1例

であった、

もっとも頻度の高い腎嚢胞 の年齢"性 荊 頻度は

Table2の ごとくで,男 は女に比して2倍 であった.

また,年 齢が上昇すると頻度が増加した.

腎嚢胞の大きさと年齢の関係をみると,単 発例にお

いて年齢が進むにつれて,腎 嚢胞の大慧さは増撫する
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傾向がみられた(Tablc3).多 発例ではこの関係は明

らかではない.

腎震胞例における血尿は単発例では尿検査を行い得

た66例 中9例,多 発例では15例 中4例,計81例 中13

例(16%)に み られた(Table'1).嚢 胞 の大きさと

血尿の出現率との間には相関はなかった.
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Table3.腎 嚢胞 の 大 き さ と年 齢
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Table4.腎 嚢 胞 の 大 き さ と血 尿

血尿例癖数
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両側例を含む

腎嚢胞は超音波検査により手軽に,ま たかなり正確

に診断できるようになった.さ らに,CT上,特 徴的

な像を呈する1)ので,こ れにより容易に診断すること

が可能である.CT上 で,嚢 胞のクライテリアに合え

ば,穿 刺造影の必要はないといわれる2).

本症の頻度は,当 然のことながら,そ の診断方法に

もよると考えられる.CTに よる診断にて腎疾患のな

いと考えられる患老の24%に 認めたという報告3),あ

るいは,50歳 以上では半数以上に認めたとい う報告4)

のように,そ の頻度はきわめて高いとされている.し

かし,前 者では対象例は腹腔内悪性腫瘍あるいは膵臓

または胆道系の疾患の存在ないしその疑いの患者103

名が対象であり,健 康人が対象ではない.ま た,後 者

では著者が病理学者であるので剖検例の検索によると

思われるが,ど の程度以上の大きさの嚢胞を嚢胞とし

ているかについては記載がない。その頻度が高いこと

より考えてかな り小さい嚢胞をも数えていると思われ

る.今 回の超音波による検索では上記の報告に比して

はるかに低頻度であった.こ の差が診断方法によるも

のか,あ るいは日本人では喪胞の頻度が少ないのかに

ついては不明である.

腎嚢胞は男に多いとさるが5),わ れわれの場合も男

は女に比し約2倍 その頻度が高かった.?胞 の発現率

は加齢で上昇するといわれる1・3).しか し,小 児でも.

今まで考えられていたほど稀ではないとい う6).

腎嚢胞の大きさは年齢が進むにつれて大きくなると

いう3).2年 程度の短期の経過観察では嚢胞は大きさ

よりも,む しろ,そ の数が増すとい う7).わ れわれの

例では,加 齢とともに嚢胞の発現率,大 きさとも増加

した.

われわれの腎嚢胞例の約1/6で 血尿が認められた.

これは,泌 尿器科外来患者中にみとめられた血尿の頻

度8)とほぼ同じである.一 般健康人における血尿の頻

度はこれよりはるかに少ないと考えられるので,血 尿

は嚢胞によるものと思われる.嚢 胞切除ないしは穿刺

後に血尿が消失すれば,こ のことが確かめられるであ

ろう.

尿路結石の年間有病率は1975年 の統計によれば,人
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口10万 対69.4と い われ る9).こ れ に 比 し,わ れ われ の

尿路 結 石 発現 率 は0.17%と2倍 以上 の 高率 で あ る.こ

れ は無 症 状 に経 過 す る尿 路 結 石 が 多い こ とを 物 語 っ て

い る と思 われ る.

超 音波 検査,CTの 進 歩普 及 に よ り腎癌 が 早期 に,

ま だ無 症 状 の うち に発 見 され る こ とが 多 くな っ て き

た1:}12).実 川 らはlatenthypernephromaの5例 に

つ いて 報告 して い る13).こ の定 義 と して,彼 らは,径

3cm以 下 の 大 き さで,腫 瘍 に 関す る症 状 が な く,偶

然に 発 見 され た もの として い る,こ の よ うな ものは そ

予 後 も よい と され る11).わ れわ れ の場 合,4,094例 中

1例 にlatenthypernephromaと も呼 ば れ るぺ き症

例 を 発 見 し た.腎 腫 瘍 の検 索 で は 特 別な 場 合 を 除 き

腎 動 脈造 影 は不 要 とされ る がlt),?胞 に 合 併 した 腎

癌15),あ る いは 嚢 胞 と鑑 別 困難 な 症例16)も あ るの で注

意 が 必要 で あ る.

ま と め

人間 ドノク受診者4,094例(男3,146例,女948例)

中,腎 嚢胞を86例(2,1%),尿 路結石を7例(0.17

%),嚢 胞腎を3例,腎 癌を1例 見い出した.腎 嚢胞

の1/6に 顕微鏡的血尿を認めた.年 齢が上昇するにつ

れて,腎 嚢胞の頻度は増加し,ま た,そ の大きさは増

大した.腎 嚢胞の大きさと血尿出現率との問には相関

関係はなかった.
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